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１．特別展の概要 
名称：ゴジラサイエンス展〜脅威に科学で⽴ち向かう〜 

開催期間：2026 年 1 ⽉ 15 ⽇（⽊）〜1 ⽉ 27 ⽇（⽕）  
 ※ティザー展⽰期間: 2026 年 1 ⽉ 4 ⽇（⽇）〜1 ⽉ 13 ⽇（⽕）  
場所：科学技術館（東京都千代⽥区北の丸公園）  
科学技術館⼊場料： 大⼈ 950 円、中⾼⽣ 600 円、⼦ども（4 歳以上）500 円     
主催：公益財団法⼈⽇本科学技術振興財団・科学技術館 
企画制作：公益財団法⼈⽇本科学技術振興財団、株式会社乃村⼯藝社 
監修：東宝株式会社 
来場者数：40,431 名 
●チラシ 
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2−１．特別展イベントマップ 

※サイエンス講座は展⽰棟 2 階特設会場で実施 
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３．特別展の構成 
３−１．ゴジラから知る科学技術 

 １９５４年公開の『ゴジラ』から最新作まで、時代ごとの科学技術の進歩やその裏にあ
る社会課題を紹介します・ 

  ・歴代ゴジラ作品のポスターを一部紹介。作品のビジュアルを通して、フィクション 

から様々な科学の情報を伝えます。 

 ・ゴジラの⽴像やオキシジェン・デストロイヤーなどを展⽰します。 
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３−２．怪獣が起こす脅威、 

 自然災害と怪獣の脅威を重ね合わせ、防災科学を体感的に紹介します。 

・ラドンが起こす強風から突風災害を解説します。 

  ・ゴジラが起こす地響きを地震と比較します。 

  ・大型送風機による強風体験、起振車による地震体験を実施します。 

  ・災害復興現場で活躍する重機を展⽰します。 
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３−３．ゴジラ対策と防災科学 

 映画に登場する「対ゴジラ兵器」と、現実世界の「防災ロボット・最新技術」を比較展
⽰します。 

  ・対ゴジラ兵器 スーパーメカゴジラ、M.O.G.E.R.Aなどのスーツを展⽰します。 

  ・⾼所作業や災害現場で活躍するロボットを展⽰します。 

  ・最新のドローン技術を紹介します。 
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３−４．大怪獣と未来の科学 

 未来の安全・安心な社会を目指す科学技術の役割を探ります。 

  ・協力企業各社の先端技術や環境に対するアクションを紹介します。 

  ・公害のメタファーとして登場した「ヘドラ」を通して地球環境を考えます。 

  ・漫画「ゴジラ ギャラクシーオデッセイ」とのコラボ企画をとして、書き下ろしオリ
ジナル漫画を展⽰します。 
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３−５．特別プログラム 

３−５．１ 強風体験：２０２６年１⽉１７⽇（土）、１８⽇（⽇） 

 大型送風機による強風体験を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３−５．２ 地震体験：２０２６年１⽉２４⽇（土）、２５⽇（⽇） 

 起振車による地震体験を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３−５．３ ゴジラサイエンス検定（クイズラリー）：２０２６年１⽉１５⽇〜２０２６
年１⽉２７⽇ 

 全館を回遊しながら、ゴジラと科学技術に関するクイズに挑戦。来場者全員に参加用紙
を配布し、正解数に応じて認定証カードを贈呈します。 
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３−５．４ サイエンス講座：２０２６年１⽉１７⽇（土）２４⽇（土）、２５⽇（⽇） 

 展⽰テーマに関連する指揮者を招き、自然の脅威に⽴ち向かう科学技術をともに考える
特別講座を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３−５．５ ヤシオリ作戦ロケ地見学ツアー 

 映画『シン・ゴジラ』のロケ地となった科学技術館の屋上（ヤシオリ作戦前方指揮所）
を見学する特別ツアーです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

TM ＆ � TOHO CO., LTD. 
４．広報活動 
４−１．チラシ・ポスター配布 
 本特別展のチラシ（A4 サイズ両面）を 22,300 部、ポスター（A2）を 530 部印刷し、近
隣の小中学校、博物館へ配布しました。 
４−２．メールマガジン・SNS 
 科学技術館メールマガジン 1 回、X（旧 Twitter）13 回、Facebook7 回、Instagram6 回の
計 27 回配信。 
４−３．科学技術館 WEB サイト 
 特別展の情報を科学技術館 WEB サイトのイベント案内ページに掲載し、138,256 ビュー
を記録しました。 
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５．来場者アンケートの結果 
特別展期間中にウェブフォームでアンケートを実施し、1,114 件の回答を得ました。 
回答者の属性は、男性 70％、女性 30％。年齢層は 10 代以下が 9.4％、20 代が 9.5％、30 
代が 31.3％、40 代が 27.7％、50 代が 12％、60 代以上が 10.2％でした。来場者の 42.5％
は家族連れでした。 
展⽰全体の満足度について、「とても満足」が 63％、「満足」が 32.6％で、合計 95.6％の方
に満足との回答をいただき、また、再来場意向について「是非来たい」が 69.1％、「来た
い」が 27.5％で、合計 96.6％が再来場を希望しました。 
自由記述では、「また開催してほしい」「次回も期待している」などの声が多数寄せられま
した。 
６．謝辞 

本特別展の開催にあたり、資料提供、映像制作、会場設営、運営などにご協力いただい
た企業・団体の皆様に、心より感謝申し上げます。また、本特別展の趣旨に賛同し、協賛
や寄付をいただいた企業・団体の皆様にも、深く御礼申し上げます。 


